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平成３０年度第１回島田市総合教育会議議事録 
日 時 平成30年７月３日(火)午前10時00分～午前11時38分 

会 場 島田市役所 第３委員会室 

出席者 染谷絹代市長、濱田和彦教育長、北島正委員、牧野高彦委員、秋田美

八子委員、原喜恵子委員 

欠席者  

傍聴人 21人 

説明のための出席者 畑教育部長、平松教育総務課長、南條社会教育課長、駒形戦略推進課

長、西本学校教育課指導主事 

会期及び会議時間 平成30年７月３日(火)午前10時00分～午前11時38分 

  

議事 「島田市の地育の取組について」 

 ～地域の教育力を高めるための取組～ 

  

  

 開  会    午前10時00分 

染谷市長  定刻になりましたので、ただいまから第１回総合教育会議を開会い

たします。 

 市長挨拶 

染谷市長  開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日は、お忙しい中当会議にご出席をいただきまして、まことにあ

りがとうございます。 

 さて、学校現場に関するここ最近の話題といたしましては、大阪で

発生した震度６弱の地震の際に小学生が学校のブロック塀の倒壊に巻

き込まれて亡くなるという痛ましい事件がありました。当市において

も同様な事例がないか、事件後直ちに、翌日ですね、確認をいたし、

問題なしという報告を受けております。また、藤枝市では小学校４年

生の児童が下校中に頭部を切りつけられるという事件も発生いたしま

した。 

 これらの事件は決して他人事ではありません。特に後者の事件では、

地域の方との連携強化ということも大きなテーマとなってくるのでは

ないでしょうか。子供たちの命をどのように守っていくか、私たちに

課せられた課題であると考えております。 

 さて、昨年の総合教育会議では、教職員の多忙化解消の具体的な取

り組みとして、夏休み期間中に学校閉庁日を設けることについて、そ

して部活動の計画的な休業日の設定について、この総合教育会議にお

いて意見を出し、本年度実施する方向で調整が進んでいると伺ってお

ります。 

 このようにこの総合教育会議での意見が市の教育行政における課題
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解決につながっていけばと思いますので、今後も教育委員の皆様から

も、ぜひより魅力のある島田の教育の実現のためにご意見、ご提案、

ご要望をいただきたいと存じます。 

 さて、喫緊の課題でもあります学校の適正配置についてですが、現

在、検討委員会において検討がされているところであり、先日は検討

委員会からの中間報告をもとに、初倉地区と北部地区において、地域

住民の方との意見交換会を実施したところであります。将来の子供た

ちの教育のために何が一番大切なのかを行政はもちろんのこと、地域、

保護者、そして教育関係者などが皆さんで考えていく。まさに島田市

の教育大綱に掲げる市民総がかりということでの取り組みになりま

す。この総合教育会議においても、いずれ検討しなければならない課

題だと考えております。その際には、またよろしくお願いを申し上げ

ます。 

 教育長挨拶 

染谷市長 
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 ここで濱田教育長からご挨拶をいただきたいと思います。 

 教育長、よろしくお願いします。 

 皆さん、おはようございます。 

 きょうは参加をいただきましてありがとうございます。 

 市長から危機管理等についてお話がありましたから、私はきょうの

テーマに沿ったお話をさせていただきたいと思います。 

 島田市は、大変地域の教育力の高い地域だと思っています。その一

つの証拠として、金谷、そして六合の公民館が２年連続の文部科学大

臣賞を受賞しています。また、商工会青年部が行っていますジュニエ

コも文部科学大臣賞をキャリア教育の部門で受賞しています。こうい

うことが一つの例として挙げられるのではないかなと思います。地域

の教育力、これ以外にもたくさんあると思いますが、そういう中で子

供たちは豊かな体験をしていますし、また各学校も地域の力をかりて

教育活動を充実させているのではないかなと思っています。 

 小学校、中学校のあり方検討委員会の提言が28年度に出ましたが、

その中では夢育・地育の推進、充実が述べられています。その中で特

に地域を作る子供の育成という大きなビジョンまで述べられていま

す。平成27年度の成人式のアンケート調査では、島田が好きな成人、

この方の82％という大変多くの人たちが「島田に住みたい」と答えて

います。これらのことを合わせて考えますと、島田が好きな子、こう

いう子供を育てることは大変重要なことでありますし、また、地域の

教育力を生かした子供支援、子供育成を充実するということは、島田

市の活性化にも必ずつながっていくのではないかなと思っています。 

 市長におかれましても、自治推進委員会で地域の教育力についての

お話をいただきました。そのようなこともありまして、地域主催の寺

子屋事業も動き始めています。本日の話し合いによって、これまで以
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染谷市長 

上に地域の教育力を生かした教育の充実というのが図れたらと思って

います。 

 きょうは、皆さんの活発なご意見をいただけたらと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

 議事 

染谷市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南條社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、次第に従いまして、議事に入りたいと思います。 

 今回のテーマは、「島田市の地育の取組について」です。先ほど濱田

教育長からもお話がありましたが、島田市は社会教育が大変充実して

おり、国からもお褒めの言葉をいただいているところですが、今回は

地域の教育力を高めるための取り組みとして、幾つかの事例について

事務局から紹介をしていただき、その後、皆さんから感想や質問など

がありましたら伺っていきたいと思います。 

 それではまず、社会教育課から説明をお願いし、その後、引き続い

て学校教育課から学校での夢育・地育の取組について説明をお願いし

ます。 

 社会教育課から地域の教育力について、社会教育、あるいは生涯学

習の視点からご紹介をしたいと思います。 

 まず、教育長のご挨拶の中にもありましたように、地方創生の時代

に人口が減少していく中で、将来地域を担う子供たち、地域を愛し、

地域に役立つ子供たちを育てていくというのは、これは喫緊の課題と

考えております。 

 そういう中で、平成27年にさきに中央教育審議会が出した答申がご

ざいまして、こちらをご紹介し、後半で幾つか事例を紹介したいと思

います。 

 新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協

働の在り方と今後の推進方法について、という答申がされております。

この中で地域の教育力について語られております。 

 具体的には、都市化の進行、過疎化の進行、あるいは家族形態の変

容、特に核家族化、あるいは個人の価値観、ライフスタイルの多様化

ということから、地域社会のつながりや支えが希薄化してくると言わ

れております。地域の学校、あるいは地域で育てる子供たちという考

え方が失われてきているのではないかと言っております。こうした中

で、地域社会の教育力が低下している、とこの答申では指摘しており

ます。 

 そうした中で、地域コミュニティを創生、あるいは再生する動きも

ございます。地域住民、あるいは保護者が自らの子供たちに積極的に

関わり支援することで、自分たちの手で子供たちを育てていこうとい

う意識が生まれ、取り組みが始まっているとしています。こうした動

きは、かつての地縁の再生にとどまらず、新たな地域コミュニティの
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創設につながっているともしています。こうした取り組みが地域社会

に広がることによって、地域全体で互いの幸せについて考え、何がで

きるかを問い、学び続ける地域社会が形成されていくのではないかと

しています。 

 こうしたことから、具体的には学校と地域の連携・協働が必要だと

し、地域学校協働活動ということが社会教育法に明記されたところで

す。 

 これを受けて、行政が関わる活動としましては、地域学校協働活動

として、地域のさまざまな個人や組織がさまざまな形態で互いの強み

を生かしながらより効果的な支援を展開していくことが大事としてお

ります。 

 資料は３ページ、４ページになりますが、体系として整理をされた

図がこちらでございます。 

 一番外側の輪の中にＰＴＡや社会教育団体を初めとする地域の活動

体があります。内側のサークルは、具体的な各取り組みをカテゴリ別

に示したものです。この地域学校協働活動という取り組みを軸にしま

して、学校教育、家庭教育、あるいは社会教育という取り組みの中で

回していこうという概念図が示されております。ここでポイントとし

ましては、こうした活動体が緩やかなネットワークを形成していくこ

とが大事ではないかと言われています。これらの活動エリアとしまし

ては、物理的には小学校区が最大と考えられます。これは、小学生が

実際に活動できる範囲を示しています。しかしながら、実際は地域の

実情に応じて、もっとより狭い町内会単位であるとか、それぞれの地

域に合わせた活動のエリア、あるいは形態が考えられます。 

 具体的には、推進体制としまして、こうした概念図が示されており

ます。Ａ、Ｂ、Ｃというのは各学校単位の協働組織を表しています。

市全体に統括的なコーディネーターを配置して、それぞれ学校ごとに

地域コーディネーターという役割を持つ者を配置して、それぞれ緩や

かなつながりを調整して、具体的にはこうした学校支援であるとか、

土曜日の教育活動などのカテゴリの活動をしましょうと示されていま

す。 

 島田市でも具体的には島田二中の学校支援であるとか、ただいまご

紹介ありましたはつくらの寺子屋、それから土曜日に関しては六合チ

ャレンジクラブ、放課後の子ども教室に関してはフレンズという活動

をしております。家庭教育では、中学生を対象としたあかちゃんとそ

の親子のふれあい活動であるとか、この後は地域が主体となった活動

ですけれども、湯日の子ども達を見守る会などの動きが活発になって

きております。そして、最後ですが、学校によるまちづくりとしては、

川根小の川根ラブアクションが特筆するものと思われます。 

 では、ここからは事例を紹介させていただきます。 
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 資料は５ページからです。 

 前半は社会教育課と地域の方々の協働で進めている事業でございま

す。 

 しまだはつくら寺子屋は、県の委託事業を受けまして昨年度から展

開する事業です。初倉地区の小学３年生の特に算数の学習支援を行っ

ております。教員の経験がある公民館長がコーディネーター役となり、

市の係長であるセンター長が各機関と調整をとりながら、互いに強み

を発揮して連携をしています。学習ボランティアに教員のＯＢの方々

とか大学生とか、今年度については初倉中の中学生も応援に来てくれ

ております。 

 続いて事例の２です。資料は７ページになります。 

 歴史ある取り組みですが、少年育成教室しまだガンバという取り組

みがあります。これは、全市の小学生を対象に展開しております。こ

こでの特徴としましては、この自然体験に中学生、あるいは高校生の

リーダーが加わって、先輩のお姉さん、お兄さん方が支援してくださ

る。この方々がさらに若い指導員となって、さらにベテランの指導員

になるという学びの循環ができているのではないかと思います。こう

した取り組みが、人数は30人、あるいは40人という限られた人数であ

りますが、将来島田市を背負っていくリーダーとして活躍していただ

けるのではないかと考えております。 

 事例の３でございます。 

 次のページになりますが、六合子どもチャレンジクラブです。こち

らは、先ほどご紹介しましたとおり、週休２日制が導入されたときに

土曜日の子供たちの学習支援、養育支援をどうするかという中で始ま

った取り組みです。事務局に公民館長、教員の経験がございますけれ

ども、中心として、地域の人材、特に教員のＯＢの方々に、さらに地

域の一般の方々が加わって人材の広がりがある事業でございます。 

 次に、事例の４ですが、はつくら里の楽校というものがございます。

これは、公民館と児童館がタイアップして進めている事業です。地域

の方々の全面的なバックアップを受けまして、地域の方々と子供たち

がさまざまな、特に自然体験を通して社会性を培っています。ここの

特徴としましては、炭焼き体験がございます。この炭焼きは一時期存

続が危ぶまれておりましたけれども、子供たちがこうした体験を続け

るために必要だということで、逆に子供たちの活動が地域を元気づけ

ているという好例かと思われます。 

 次に、放課後の子供たちの居場所の支援ですけれども、フレンズク

ラブというものを展開しております。これは地域のボランティアの

方々に負うところが非常に大きいのですけれども、年間を通じて活動、

たくさんの方々と交流しさまざまな活動ができます。これによって社

会性の向上に非常に高い効果があると考えております。 



-6- 

 続きまして、地域の方が主導している活動をご紹介していきます。 

 まず事例の６ですが、湯日の子ども達を見守る会でございます。こ

れは、湯日地区は家が点在しておりまして、子供たちが帰った後、家

から出て放課後遊ぶことができにくい状況にあるという課題を、町内

会長さんたちが抱えていらっしゃいました。その町内会長さんの同級

生の方がリタイヤされて東京から来たときに、一緒になって何かでき

ないかということで発案されたものだそうです。地域の高齢者の方々

とか関係団体の方々に声をかけたところ、初倉西部ふれあいセンター

でなるべくたくさん子供たちを集めて、お年寄りとの触れ合いの中で

見守っていこうと始まったものだそうです。週３回ほどやられている

ことで、ほとんど地域の子供たちが来ているという非常に好例だと思

います。 

 続いて、昨年から始まりました地域での寺子屋事業を紹介します。 

 三ツ合町で始まった事業です。これは、自治会と子供会、それから

地域の方々が夏休み等で子供たちを学習支援をしようとするもので

す。伺ったところ、たまたま三ツ合町の地域の中に教員経験をされて

いる方がいらっしゃって、こういう体制がとれたと伺っております。

教育委員の秋田さんも関わっていただいています。補足があればお願

いしたいと思います。 

 昨年伺ったときには、２階で低学年の学習支援、１階で高学年の学

習支援をやられているということで、ことしはそれ以外にもいろんな

遊びなどもやると聞いておりますが、さまざまな工夫を凝らしてやら

れているという事例でございます。 

 続きまして、なかみぞさんちという取り組みをご紹介します。 

 中溝町で行われている駄菓子屋さんという仕立てを使った放課後の

学習支援という、寺子屋ということです。もともとは若い保護者のお

母さん方が駄菓子屋をやりたいと思いついき、それを町内会長さんと

か老人クラブの方々、あるいは民生委員さんに相談したら、やろう、

やろうと盛り上がったそうです。この駄菓子屋という仕立てがとても

良かったのは、リタイヤされた昭和のおじ様方に非常にうけて、支援

する側も一緒に楽しめるという取り組みで、駄菓子屋さんというのは

仕立てとしては非常に良かったとおっしゃっていました。 

 以上、雑駁で駆け足のご説明でございましたけれども、地域の活動

をご紹介いたしました。ご清聴ありがとうございます。 

西本学校教育課指

導主事 

 学校教育課からは、今回４つ大きく視点をもってお話をさせていた

だきたいと思っています。１つ目は、先ほど来話がありました夢育・

地育という研究指定を行っていますので、そちらの取り組み、２つ目

は、川根小学校で行っている取り組みについて、３つ目は、相賀小、

島三小に関わる取り組みについて、最後は社会に開かれた教育課程と

いうことを含めてまとめをさせていただきたいと思います。よろしく
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お願いします。 

 まず、夢育・地育という言葉が使われていますが、この夢育・地育

は、夢育、子供たちの未来に向けた夢を育むということと地育、地域

に根差して成長し、自ら地域を育てていく子供を育むという造語です

けれども、地域の人的・物的資源を活用したり、社会教育との連携を

図ったりして、地域総ぐるみで未来の、今回は初倉地区を指定してい

ますので、初倉を担う子供を育てるということで、そもそもは島田市

における教育のあり方検討会の提言書から来ている言葉になります。 

 特に今回基本の方向性の５項目の中で、地域が主体性を持って教育

に参画する、地域の文化や伝統を継続するために地域が主体性を持っ

て教育機能を分担する仕組みを整えるという２項目がきょうの話のメ

ーンになると思います。 

 実際に初倉地区では大きく３つの視点を持って研究指定に取り組ん

でいます。１つはコミュニケーション能力の育成、２つ目は地域資源、

人、もの、ことの活用、３つ目は小中の学校が連携した教育の推進を

するということで、きょうは特にこの中でも、地域資源についての話

をさせていただきます。 

 まず、地域資源の活用の一つ目として、コミュニティスクールにつ

ながる島田市独自の体制づくりを２年間かけて行ってきています。具

体的には、実際にこの２年間で校長が学校で行われるＰＴＡ総会での

話で、この夢育・地育はどういうことなのか、それと、どういう子供

を育てたいのかという説明をしていますが、それだけではなくて、民

生児童委員会の協議会に出向いて校長がこういう子供たちを初倉地区

みんなで育てていくと説明をしたり、初倉コミュニティ総会にも出て、

リーフレットを配布しながら同じように、こういう子供たちを育てて

いきますので、家庭と地域、こうした役割でぜひ協働、同じようなス

タンスで取り組んでくださいという話をさせてもらっています。つま

り初倉の子供を中心に、初倉を動かしていこうということで、学校は

学校で、何とかそのカリキュラム、教育課程を地域と共に子供が育め

るような、教科の接続を考えたり、地域にはどういう資源があるかと

いうことで、そちらを提供いただいたりという関係性を築こうと考え

てきています。 

 例えば、ジュニエコの話がありましたが、これはそもそも商工会が

やっている既存の起業体験に学校が会場を提供したり、こういう趣旨

で活動をやっているんだよと子供に紹介したりして、もともとある地

域の教育力に学校が連携・協力することで、地域資源とのつながりを

非常に簡単にやれたことがあげられます。 

 そのほかですと、先ほど来話がありましたしまだはつくら寺子屋事

業についても、公民館長のコーディネーターを中心に地域の方から学
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習支援をしていただいていたり、学校は学校で、敷居を低くして地域

の方に来ていただいて、初倉の地名や歴史を学ぶ機会を設けたり、ま

た、学校は子供たちに表現する場として、地域のお祭りに参加したり、

子供会という組織と協働で清掃活動を考えて、公共で利用する場を清

掃活動に取り組んだということが行われてきています。 

 また、大変若い世代の卒業生、初倉中学校から卒業して、そして初

倉地区で働いている方たちに職業講話に実際に来てもらう、世代があ

まり遠くない、そういう方たちに来てもらって、働く意義等、話をし

てもらったり、地域の方がちょうど初倉地区全部の小中学校で初倉検

定という地域を知るという検定を作っているのですが、そうしたこと

に関連づけて、地域の方から資料等をいただいたりというような、非

常に有機的なつながりが生まれてきています。 

 まとめになりますが、学校が積極的に地域へ発信する姿勢を持って、

そして、地域の人も学校に入っていただいて交流する場を設けていく

ということが、その体制を作るというか、仕組みを作ることで、地域

の教育力が高まっていくという一つの事例と考えています。まだ継続

中の実践ですが、今後引き続き取り組んでいこうと考えています。 

 ２つ目です。 

 川根小の取り組みになりますが、川根小は「みんなの学校」という

ことで、みんなの学校というのは何か。協働ということを合言葉に川

根ラブアクションと名づけて、学校の子供たちが地域の人、もの、こ

と、川根のためになること、自分がやりたいことを、自分ができるこ

とを思う存分やるということで取り組みを行っている活動になりま

す。 

 例えば各学年の実践でいいますと、畑で育てるというのはよくやる

ことですが、これで終わらずに、サツマイモを作ったら、それを地域

の方に振る舞おうと、そういう触れ合う機会を作ろうと、自分たちが

やってみたいことで地域の方に振る舞っていくことを１年生でもやっ

ていますし、２年生では、地元の方たちの仕事を体験したいというこ

とで、地元の方たちに協力をいただいている。３年生は、川根の名物

を詳しく知ろうということで、仕事も含めてお茶に関する体験に出向

いていく。４年生はお年寄りとの体験。併せて、その方たちと触れ合

う中でお年寄りを喜ばせたいということで、こうした活動を学校の中

でも、もしくは老人ホーム等へ出向いて取り組んでいます。 

 また、ちょうど去年の実践になりますが、フォトロゲイニングとい

う大会が川根地区で行われまして、これにぜひ参加して川根をPRしよ

うということになりました。子供たちは学習の一環として、どういう

ことで川根をＰＲできるか、まず計画をし、地元の人たちに川根の特

産は何かと聞き取りをして、ではお茶を入れて飲んでいただいたらど
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うかということで、地元の人にも来ていただいて、お茶の入れ方等を

学び、実際に本番の大会のときに川根の名産やお茶を振る舞うという

ことをやりました。学習が教室で終わるのではなく、こうした地元の

行事にそのまま直接生きてくる活動に取り組んだことがあります。 

 川根の皆さんに大変協力をいただきながら、子供が川根自体を好き

になるということ、これは子供の笑顔を見たい、川根を元気な町にし

たいということで、一番は学校、校長を含めたリーダーシップで地域

に思いを語って学校を開いていく、そういう姿勢から生まれてきた活

動となります。 

 いずれにしても子供が地域の宝であることにこうした活動で気づか

せていくことや、地域としてできることを役割分担することで、子供

を通して地縁の再生を図る、それだけではなくて、地域の教育力を高

めていくことにつながっていく活動が行われています。 

 ３点目ですが、相賀小、島三小につきましては、こちらも伝統的に

取り組んでいる相賀谷太鼓、これは育成会というものがあって、実際

に教員ができない技術指導などについて、協力いただいて練習にも参

加してもらう。併せて、子供たちは地域のお祭り等にも参加して披露

していく。また、実際に育成会の方たちからすばらしい演奏を聞かせ

てもらうことで、こういうふうになりたいという仕組みを作っていく。 

 三小についても同じですが、大祭で行われる鹿島踊について、保存

会の皆さんに定期的に来ていただく中で、鹿島踊りの歴史や実技指導

をしていただき、運動会でも披露しています。当然大祭のときにも、

一部の人になるかもしれませんけれども、実際に参加して、鹿島踊を

披露していく。当然この子たちが大人になったら、今度は見守る側と

なって、子供たちに教えていく。学校が伝統を継承していく場になっ

ているわけです。 

 この三小と相賀小の実践については和文化教育とも大きく関係する

のですが、地元にある団体等の力を、学校現場に入っていただきなが

ら、組織自体もそれによって活性化していくということで、地域の教

育力が高まっていく事例となると思います。 

 ４つ目ですが、今後、子供たちに求められる力というのは、非常に

変化の激しい社会ですので、学校だけにとどまらずに、社会と連携、

協働を重視していき、学校の特色を作っていく形になると思います。

子供は子供、教員も教員ですが、意識改革をして、地域に学習材料を

求めたり表現する場にしていくことが必要ですし、地域も地域を担う

人材の育成をぜひ頭の中に入れていただきながら、双方での好循環を

生み出していく。実は、そのためにはコーディネーターとなる方が必

要で、この方の役割が非常に重要なキーマンに今後なっていくだろう

と思っています。 
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 最後になりますが、キーワードは「つながる」になると思います。

保護者、地域、学校、そうしたものが全てつながるということが、こ

の地域の教育力を高めるという点では、重要になってくるのでないか

と考えています。ありがとうございました。 

染谷市長 
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 事務局の方々、ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明に対する事務局への質問のほか、地域の

教育力を高める取り組みについて、こんなことをしていったらもっと

充実するのではないかといった、日ごろから教育委員の皆様が感じて

いることについて、一人一人ご意見を伺いたいと思いますが、トップ

バッターに北島委員、いかがでしょうか。 

 今の特に行政サイドでいろいろと仕組みを作っていただいて、非常

にきめ細かく、もうこれ以上ないのではないかと思うぐらいやってい

ただいているということで、非常にありがたいと思いながら聞いてお

りました。 

 組織的にやるというのは、当然現代社会では必要なことだと思うの

ですけれども、一つ落とし穴があることは、もちろんご承知だと思う

のですが、いろいろなネガティブな結果が出てきてしまうことがあり

ます。例えば２日前、６月30日のある新聞に出ていたものですが、こ

れは岐阜県の西濃地方の小学校での事件ですが、さる女性がどうして

もＰＴＡの会員としての活動が難しい。仕事もできなくなってしまい

そう、家庭も壊れそうということで、いろいろと相談したり調べたり

すると、ＰＴＡは任意団体であって、退会も実は自由にできるという

ことが分かって、意を決して、例えばプール掃除など協力できること

はしますので、会員としては退会したいということで退会をしたそう

ですが、そのときの幹部の言葉が何といいますか、ほぼ義務なのだと

いう、子供を産んだ以上は義務なのだというような言い方。それから、

地域にいづらくなるよとか、子供がいじめられる原因になるかもみた

いな脅しと言えそうなことをいろいろ言われて、結局のところどうな

ったかというと、一つは登下校ですね、集団通学をここではしている

そうですけれども、そこから外されてしまったというのですね。送り

迎えを親が自らしなくてはならなくなってしまった。いろいろと学校

に訴えても、ＰＴＡは任意団体であって、教育委員会で指導、管理す

る権限がないので、これはできないんだと。ＰＴＡでそうおっしゃる

なら、その内部の問題であるということで、どうにも困ったと。 

 こういうふうに、ある組織というのはとてもうまくいっているとき

はいいんですけれども、今度は組織を維持するための膨大なエネルギ

ーが実際に必要です。そこでボタンのかけ違いをすると、今度はその

ために形だけにこだわる人もいますし、いろんなトラブルを起こして

くるという側面があるということを、一つ、よく承知しておかねばな
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らないと思います。 

 それと同じようなことですが、異質の文化、今紹介いただいたのも

地域によっていろいろと質の違うものがあります。それがあることは

とても豊かなのですけれども、逆に言うと異質の文化を持っている子

供たちを変に区別しないといいますか、差別しないといいますか、そ

ういう意識。異質のものを受け入れるという志といいますか、心を育

てなくてはならない。これが欠けていますと、自分のところだけが、

関わっているものだけに価値があって、そのほかのものは認められな

い。少し違うと違和感がある。こういうことが余り徹底し過ぎること

によって、教育がきめ細かく厳密に行われ過ぎることによって、こう

いうことが起こってくることも一面心配されるのですね。 

 もう一つ、長くなりますが、よろしいですか。 

 一部の方にはお話ししたのですが、最近、おもしろい本を読みまし

た。新聞で知ったのですが、「おじさん・おばさん論」というタイトル

のついた海野弘という方の著書で2011年に発行されている本です。島

田の図書館にはありましたが、本屋には売っていませんでした。既に、

新品は手に入らないと思います。 

 要点は何かというと、おじさん、おばさんというのは、本当は子供

たちに惜しげもなく愛を注いでいろんな知識とか財産とか、いろんな

ものをくれる、贈ってくれる。彼らが大人になると、ひっそりと去っ

ていって、いつの間にか忘れられてしまう。 

 ２年前の校長会の新年会でお話ししたサンタクロースと同じような

役割、機能を持っているありがたい存在であったのですが、私たちの

父親、母親はたくさん兄弟がいましたから、おじさん、おばさん、い

っぱいいますけれども、今は少ないですね。まさに消えつつあります。

少子化の中でおじさん、おばさんがいなくなっていますが、子供たち

は上下の垂直の関係の親たちだけで、果たしてこの世の中を渡ってい

く力を付けることができるのでしょうか。もちろん学校では友だちが

います。横のつながりももちろんありますが、でも縦と横だけで大丈

夫でしょうか。おじさん、おばさんは、かつては斜めの見方でいろい

ろなアドバイスをしてくれたと思います。とても複雑になります。多

くなりますと、いろんな価値観を持ったおじさん、おばさんがいて、

同じことでもいろんな意見を言います。でも、それは損得抜きによか

れと思って、はずみでもあるかもしれませんが、してくれたことでし

ょう。でも、これがなくなってきています。 

 これは今、近所のおじさん、おばさん、漢字で書くと、小さな父と

か小さな母と書いて小父、小母さんと書く近所の人たち。昔から、遠

い親戚より近くの他人とことわざでも言われますけれども、よく考え

るとぴったりでして、要するにおじさん、おばさんが近くのおじさん、
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おばさんになって、その役割を代替してくれる。こういう役割が今の

社会に構造的に抜けているんだと。それで地域の活動がまた起こって

くるんだと思うんです。コーディネーターだとかいろんな言い方で出

てまいりました、地域の協力してくれる大人です。今のスライドの中

に出てきた大人の顔をした人は、本当はそのおじさん、おばさんの役

割を、その機能を受け持っていただきたい人たちなのですね。 

 これがまさに今、本当に喫緊の必要な人材なのだなということです。

コーディネーターだとか何とかと名前を付けますととても大げさなも

のになって、どういうことかかえって分かりにくいのかもしれません。

何か辞令をもらわないとやれないのかとか、権限があるのかとか、そ

んな難しいことではなくて、本当は困ったときにちょっとでも助けて

くれるおじさん、おばさんがいるかいないかということだろうと思う

のですね。 

 それから、今たまたまですが、いろんなところで太鼓であるとか鹿

島踊であるとか、伝統芸能のようなものがたくさんありました。でも、

その前に何があったかというと、何もなかったんですね。そこで誰か

が始めたのです。ですから、伝統というのは守るということと今、と

ても強調されたと僕は受け取りました。気をつけないといけないのは、

伝統はどんどん壊しながら進んでいくんですね。守るというマインド

になった途端に廃れます、形だけ、形骸化していきます。今度はそれ

を守るために無駄なエネルギーを使うことは、本末転倒だと思うので

すね。ここのところは勘違いしないでいただきたいと思います。 

 これは幾つかの根拠があります。人からかつて聞いた話です、例え

ば黒川能の下座の能太夫は、500年以上続いている伝統をどうやって維

持していくのか、それはどんどん変えることです。守るというマイン

ドはありませんということです。どんどん変えなくてはいけないので

す。始まりだって大変革というか、革命的な動きで作り上げたわけで

す、観阿弥・世阿弥が。それを何百年も、500年以上も続いているとい

うことは、その時代に合わなければ続かないわけですが、守るという

マインドがそこに働き始めると、目に見えるものをみんなで見て、そ

れを残そうとします。見えないものが今度はなくなってしまいます。

つまり形だけ残った遺体です、遺骸です。心が入っていません、命が

ありません。それを一生懸命、形、見えるものを残そうというのはと

てもばかなことです。したがって、どんどん変革をしないと、伝統と

いうものは続かないものだ。水鴎流という武術の宗家もやはり同じこ

とを言っていました。先ほどの太夫とは全く関係のない人ですけれど

も、どんどん変わっていくんだと。進化がないところにその伝統は続

かないんだと。 

 それからいろんなことを考えますと、伝統文化というものを最初に
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作り上げたときには、永遠に到達できないテーマを含んでいると思い

ます。だけど、何かありそうなもの。これは世阿弥に言わせますと、

花というふうに表現していますね、花です。秘すれば花であるとか、

風姿花伝のこの花です。あるというふうに思います。確かにこれが花

だとみんなは納得します。でも、その次の世代は、今まで見たことの

ない花をまた表現するかもしれない。つまり切りがないのですね。 

 そういうものを含めて見つけていくところに伝統があるわけです。

難しい深いところですけれども、スライドで見ますと、これがそうだ

な、でもそれはただ一つの花にすぎないわけですし、これを壊して新

しいものを作る、改革をしていく人物が出てくるわけですね。まさに

その人物を育てるというところに教育があるわけでして、既にあるも

のをただ守っていく。 

 先ほど、炭焼きの技術がなくなるといけないから、実際には必要が

ないのだけれども、それを伝えるというのは、これは微妙なところで

す。その事実を伝えて技術をそのまま受け継げるということは、ひょ

っとしたら必要ないかもしれません。だけれども、その事実は重いで

す。これを失ったときに本当に困ったということがもしあれば、その

ときにどこかに残っているのを一生懸命集めて、また作り上げる。も

しかしたらそのときに、前のより良くなるのかもしれません。こうい

うところがむしろ地育のある意味おもしろいところで、予測のつかな

いところだろうと思うんですね。 

 ありがとうございました。 

 今、北島委員から、大変深淵といいますか、まさに教育だけではな

くて、日本人論にもつながるようなお話をいただきましたが、北島委

員の意見について何か、私もつけ加えたいとか、伺ってみたいとか。 

 私は、伝統文化を守るということについて、余り堅く考えていなか

ったんですね。今、炭焼きの話が出ました。はつくら里の楽校でした

か、そこで炭焼き体験をやっていて、私も１回見学に行ったことがあ

りますが、キーワードは、伝統を保存するとか守るというよりも、子

供たちにとっては楽しむだけなんですよ。それが僕はとても大事だと

思うのですね。楽しむという切り口でいろんなものを見ていく必要が

あると思います。 

 炭焼き体験を見ていたら、焼いた70センチから80センチぐらいの炭

の打ち合わせてですね、きれいな音が出るのを楽しんでいましたし、

すすだらけになった顔をお互いに笑い合って楽しむ姿があったわけで

す。これこそ炭焼きの技能を保存するのではなくて、炭焼きに関わる

ことで楽しむという世界があったのではないかと思います。 

 相賀谷太鼓だって、子供たちは伝統を守るという意識はありません。

楽しんでやるという意識のほうが強いと思うんです。または、ある完
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成した曲ができて、それを皆さんにお披露目することによって満足感

を得ている。やり終えたときにやったという姿にそれが表れていると

思うんです。 

 笹間神楽だって同じだと思うんです。やはり私は余り形にこだわっ

た伝統を残す、守るという意識よりも、学校現場、または子供たちサ

イドから見ると、ただ楽しむということで、結果的に守るとか存続と

いうことがあればいいなと思っています。 

 ですから、大人の思いだけで守るということは余り考えるべきでは

ない、ということについては北島委員と同感ですが、学校現場で果た

して大人の思惑に振り回されるような保存という意識があるかという

と、私はないような気がします。 

 ほかにはご意見ある方いらっしゃいますか。どうでしょう。よろし

いでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

 では、ちょっとここで一旦次の方にということで、牧野委員、いか

がでしょうか。 

 感想としては、島田市はコンパクトシティを目指すのは非常に難し

い都市だと思っています。それは、今の時点では各地域にいろんなメ

ンバーがたくさんいて、それぞれの方向で自立し始めているのではな

いかなというのが感想です。 

 ある市の紹介を、神奈川県の市の方が見えて紹介をしてもらいまし

たけれども、そこは交通機関の駅が中心で、こそに集中していて、そ

こから広げるか縮めるかというような、コンパクトといいますか、そ

ういった考えで簡単にできそうなイメージですけれども、島田に至っ

ては、もう各地域がそれぞれのいいものを持っていますので、それを

やりくりして小さくしていくというのは難しいなと感じました。 

 スライドを見ていて思ったのですけれども、最近、島田市の民間企

業、私の会社も含めてですけれども、将来像といいますか、働く場を

どうしていくかということがあって、やはり地元の子供たちに自分た

ちの地元の会社に入ってほしい。島田に住んでいてほしいという、あ

る意味、危機感を少し持っているような状況で、将来について真剣に

考え始めている時期なので、これは地域のそういったコーディネータ

ーの方とうまく話をすれば、もっと企業も地域と一緒に協働できると

いいなという感想です。 

 ご承知だと思いますけれども、私どもも浄化槽の関係で、島田市は

分散していますので、集中下水というのが大変難しいところもありま

して、浄化槽の普及もしていかなければならないというのが反面にあ

ります。それを子供たちに教えておけば、10年経てばお客さんになっ

てくれるということで、小学校にご協力をいただいて、環境教室を、
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水の循環を教えながら浄化槽を知っていただくことをやり始めていま

す。そういった教育をコーディネーターの方にうまく接することがで

きれば、かなりいろいろなことができるということが少し見えてきま

した。 

 それから、もう一つ感想ですけれども、写真を見ると地元の方と子

供たちが話をしている姿が大変誇らしくて、どんな話をしているのか

なといつも思うんです。言葉の力というのは、年長の方から教えてい

ただける。先週、七夕飾りをやったのですけれども、短冊に書く言葉

が画一的といいますか、単純だったんですよね。それを隣にいた年の

方が、こんな方面で考えたらどうと言ってくれた途端、もう詩人のよ

うに言葉が出てきて、すばらしい短冊が書けるようになりました。そ

ういったコミュニケーション力の向上には、すばらしいチャンスだと

いうのが１つ。 

 もう一つは、自分が社会に対してどういうふうに関わっていけるの

かというシミュレーションと言ったら失礼になるかもしれませんが、

実際に仕事とか切実な生活ではないとは思うんですけれども、その活

動を通して、例えばお芋を煮てお菓子を作って、それをお年寄りでし

たか、年長の方に渡す。そのときの自分の社会性というものは何かと

いうことを子供は多分考えて、一生懸命悩んだのではないかなと思い

ます。どうしたらおいしいものができるか、どうしたらおいしいと言

ってくれるか。そういった社会との関わりが、学校で先生から教わる

のとは違って、非常にとてもいいなという感想です。 

 これは教育委員会の研修会で青汁の宣伝をやられた方が講演しまし

て、八名さんです。その講演の中でもらった言葉ですけれども、「沖縄

のおばあが長生きするのは何で？」、「長生きの秘訣はね、人の役に立

ちたいからだよ。おばあが長生きするのは人の役に立ちたいからだ

よ。」というお話をいただきました。これはすばらしいなと。生きがい

を地域に見つけられたら、こんな幸せはないのではないかいうことで、

地域の教育力を高めるとは言いますが、島田市民一人一人が生きがい

を地域に見つける場だなと、スライドを見ながら考えました。 

 最後ですけれども、１つ、島田市の弱点を言いますと、幕末のとき

に島田にどんな人がいて、どんな活躍をしたかというのをもう少し深

堀りしてもらうといいかなと思います。というのは、幕末の時代とい

うのは、北島さんにもよく教えてもらったりしているんですが、言葉

の世界が最高だったのではないかな、語彙ですよね。楽しみはから始

まる何々のときという橘曙覧さんの詩が正岡子規、それから近年では

俵さんの「サラダ日記」の短歌に反映してきていて、非常に分かりや

すくて、楽しみは何々のときという形で短歌が紹介されております。

その言葉と含めて島田市の幕末、江戸末期から幕末、それから明治初
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期の言葉について掘り下げたら、島田市はおもしろいのではないかな

と思いました。 

 ありがとうございます。 

 どうでしょう、牧野さんのご意見を伺って、皆さん、聞いてみたい

こととかご感想などありましたら聞かせてください。 

 いかがですか。 

 以前にお話ししました橘曙覧のお話をしていただきまして、ありが

とうございました。これは「独楽吟」というタイトルがついていまし

て、たくさんの歌を収録してあるものです。楽しみはという、つまり、

先ほど教育長がおっしゃいましたけれども、楽しいことというのは究

極の目的ですよね。人生を最後まで楽しみながら生きていける、これ

は人間の理想でありまして、子供のときから大人まで一貫して苦しみ

がなく楽しみだけの人生であったら、それはすばらしいんでしょうけ

れども、現実にはそうはいかないわけです。育てられる、それから育

てる、こういうことは言葉、それから態度も含めて人を介して伝承さ

れていくことだと思うんです。橘曙覧は、言葉の力によってそのこと

を伝えたのだろうと思います。全て「楽しみは」で始まる短歌です。

苦しみはありません。全部、楽しみはこういうとき、こういったもの

を日常の何げない風景の中でつかまえては、それを表現していく。そ

してそれを伝える。そうすると、子供たちも楽しみはこうやって見つ

けるんだということが自然に身につく。そうしたら、その子供がおじ

さんになったとき、おばさんになったときに、やはり別の形かもしれ

ませんけれども、そのことを伝えてくれる伝承者になり得るのではな

いかと思いまして、非常にこれは言葉を介して、橘曙覧のそのやり方

というのはすばらしいなと思いますし、ぜひ島田でもそのような語れ

る人物があればいいなと、本当に同感です。思います。 

 ありがとうございました。よろしいでしょうか。 

 では、ひとまずここにして、次、秋田委員、いかがでしょう。 

 今の牧野委員のお話を伺っていて、生きがいを地域に見つけられた

らどんなに幸せだろうかという言葉があったのですけれども、私も三

ツ合町の寺子屋に関わらせていただく中で、自治会のほうで子供たち

のために何か始められないかというところから始まった事業ではあっ

たのですけれども、実際やってみると、楽しんでいたのはもしかした

ら子供たち以上にボランティアとして協力していただいた元教員の

方々だったのではないかなと思えるようなところもありました。一番

高齢の方は80歳を超えていらしたんですけれども、本当に楽しかった

とおっしゃってくださいましたし、英語の先生だった方は、その日の

ために英語のゲームを考えて、いろいろ道具まで用意をしてくださっ

て、40人ほどの子供たちにゲームをやらせてくださいました。 
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 地域で何かをやるといったときに、基本ボランティアの力が必要に

なってくると思うんですけれども、それは役員さんであってもボラン

ティアである。そう考えたときに、では、ボランティアというのは一

体何なんだろう。人のために何かをすることがボランティアなのか。

私もいろんな形でボランティアを今までさせていただいてきているの

ですが、人のためにやるのではなくて、自分がやりたい。自分がこう

ありたい。そう思うところから自分の意志で始まるところがボランテ

ィアなのかなと感じています。何か人のためにとすると形にこだわり

たくなるのかな、こうしなければいけないになっていってしまうのか

なと感じています。 

 本当に形には余りこだわらずに、やれる人がやれるときにやれる形

で運営していくのが地域では長く続けていける秘訣なのではないかな

と思っています。三ツ合町も今、ことし２年目ですけれども、夏に向

けて今準備が始まっていますが、まだばたばたしています。１カ月切

っていますけれども、あそこはどうしよう、ここはどうしようとばた

ばたしています。でも、そのばたばたする経験が今すごく大事かなと。

そこを通して地域らしい形にだんだん納まっていってくれたらいいな

と思っています。 

 ありがとうございます。 

 今の秋田委員のお話を伺って、聞いてみたいこと、あるいはお感じ

になったこと、ありましたら聞かせてください。 

 今の秋田委員のお話を聞いていて、先ほど社会教育課長から提案の

あった緩やかなネットワークということとつながるなと思いました。

私、このことがとてもいいことだと思います。加入も、それから脱退

も欠席も参加も、ある程度自由度が高くて、義務感に捉われない自主

的な参加が認められるような組織というんですが、緩やかなネットワ

ークという社会教育課の言葉そのままのものが長続きをするコツでは

ないかなと思いました。 

 子供のために何かをやってやろうという、そういう義務意識だけで

いくと、これは大変なことだと思うのですよね。実は、フレンズ、放

課後子ども教室を初倉南小学校区でやっていたのですが、今は岡田の

公会堂を主会場としてやっているんですが、地域のボランティアに大

変お世話になっています。子供たちが岡田の公会堂に行って、地区の

老人会のお年寄りの人たちと触れ合うと、お年寄りがとても元気にな

るというんですね。だから、お年寄りにとってもメリットがある、お

年寄りも、行けば子供たちの元気がもらえるという、そういう関係。

ですから、多分老人会も義務で参加しているわけではないと思うんで

すよ。楽しみで参加して、たまたまそのときに子供たちが来ていれば

触れ合い活動ができるという緩やかな関係だと思うのですが、この緩
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やかな関係で地域のお年寄りは楽しんでいる。これは、自治会がある

程度、会場の設定とか何かしてくれるのですが、自治会にとってもメ

リットがある。 

 子供たちだけのメリットを考えていくと、義務意識が働いて大変に

なってしまうけれども、自分たちにもメリットがある、地域にもメリ

ットがあると考えていくといいなと思うし、そういう仕立てが大事だ

と思います。放課後子ども教室だけを考えるのではなくて、それにプ

ラスアルファの価値をどう含ませるか、プラスアルファさせるかとい

う視点があると、地域にとっても活動が楽になるし、地域にとっても

その活動がメリットになる活動として長く続いていくことになるので

はないかなと思います。 

 私からも一言。 

 きょうは今、地域の子供を育てるという話ですが、協働のまちづく

りなどの話も、どうしてもそれを聞く人は義務感とかやらされ感とか

をおっしゃって、そうしなければならないとか、行かなければならな

いとかと。でも、それは本当の意味での協働のまちづくりではないと

思っていまして、自分の得意なことで、自分の楽しいことで、自分が

やりたいと思うことで参加していかないと、町は変わらない。 

 一番最初に北島委員が伝統もその時代時代によって変わっていくと

いうことですが、やはり市民参加のまちづくりというのも、専門のよ

うな、皆さんの結束が強くて、ある意味義務感があった、そういう時

代の市民協働ではもうなくなってきていて、それぞれの人たちが自分

のやれることを楽しいと思って参加できることを１人１つ活動をして

いくことで町が変わっていくという考え方を私は持っています。やは

り地育ということでも同じことかなと、きょう、秋田さんのお話を伺

っていて思ったところです。 

 私も昔、一生懸命ボランティアをやっていましたので、やはり同じ

ように誰かの役に立つというよりも、そのことが自分にとってどれほ

どはね返ってくる、得るものが多いかというほうに生きがいを感じて

いました。やはり地域にそういう喜びを知る人が１人でも多くなって

いくと、子供たちを育てる活動に参加してくださる、そういった大人

も増えていくのかなと、今思いました。 

 蛇足かもしれません。ボランティアという言葉が何回も出てまいり

ました。こんなことでいいのかなと秋田さんおっしゃいましたけれど

も、そのとおりでいいと思います。ボランティアというのは、もとも

とはもっと重い言葉です。語源的には多分、軍隊用語なのです。志願

兵というところがまず最初のスタートです。つまり、志願兵というの

はどういうことかというと、争いがある、戦がある、そのときに自分

が兵として参加するということです。ということはどういうことかと
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いうと、自分が死を覚悟しなければ行けないですね。それは人に、お

まえ行けよと言われたりするものではありません。自分で決めるしか

ない。だって、自分の命を削って行くわけですから。だから、まさに

おっしゃるように、自分で判断して自分の責任の範囲でやること、自

分が本当にできること、納得できることでいいと思います。 

 ありがとうございました。 

 それでは、原委員、お願いいたします。 

 きょう取り組みの中に川根小学校のみんなの学校というのが具体的

に上げられて、私は川根ですので、大変うれしいなと思いました。 

 川根は、私が思うに、昔から地域でいろんなことに取り組むという

風土がある地域ではないのかなと思いました。今は、川根は若者が大

変元気で、川根町青年団も全国的な取り組みを展開したり、それから

カワネラブズファクトリーという新しい、また同列になると思うんで

すが、お父さん、お母さんの団体ができ、大井川横断こいのぼりをや

ったり、それから子供たちを呼んでチャリムでイベントを開いたりと

いうようなことをやったりして。本当に若者が元気というのは町にエ

ネルギーを与えてくれるなと思います。 

 若者に負けないように、最近はお年のちょっと大きい人たちも、年

齢の大きい人の音楽イベントを組んでみたり、それから抜里、笹間の

観賞会という地域の笹間を大事に育ててみんなに見ていただくような

イベントを組んだりとか。それぞれのところで自分たちが興味を持っ

てやってみたいということに挑戦している方たちが大変多くいる地域

だなと思います。 

 それで、今、成年の人たちや若者、30代、40代の人たちがいろいろ

なことに取り組もうとしている原動力というのは一体何なのかなと思

うわけですが、やはり川根が好きだということではないかなと、それ

が一番思います。 

 それから、分かり合える仲間がいるということが大きな原動力にな

っていて、何か声をかけると賛同してくれる。その中にまたいろいろ

な意見の交換があるとは思うのですが、自分たちの子供を交えて何か

子供に楽しい思いをさせてあげたいという思いであふれていることが

そういう活動を充実させていることになるのではないかなと思いま

す。 

 では、そのお父さんたちは一体どこからそういう思いを持つように

なったのかなと考えていくと、やはり学校、小学校や中学校での経験

や学んできたことが大きいのではないかな。仲間を通して地域を知っ

てきたということが大きな経験ではないのかなと思いました。 

 川根小の取り組みの中にいろいろありますけれども、あれはここ一、

二年で行われていることではなくて、やはり長い年月、これまでの先
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輩の教員が作り上げてきたものをさらに今の校長先生がもっと大きく

広げてくださったり、それから地域に学校だよりを通して学校の考え

方を発信してくれたりしていることで、その学校の考え方が分かる。

それを受けてというわけではないのですが、川根はさくらのまちだよ

りと、ＮＰＯで出している広報、ここで、川根を愛している人たちの

思いを十分に伝えているというようなことも、すごく広がるもとを作

る要因になっているのではないかなと思いました。 

 やはり小さいときの経験や思いというのが大事だなと思います。学

校の中でそういうものを組んでいきたいという思いはすごくありま

す。最近はそういうものがたくさん行われていますけれども、自分が

教員をやっていた経験からいうと、限られた日数の中で文科省から出

されている限られたカリキュラムをやっていかなければならない。そ

こにこういう地域との関わりをどう入れていくかというのは大変、簡

単にできることではないと思います。全ての教科の中を網羅して、地

域と関わりあるものをどうつなげていくか、そういう工夫がとても求

められます。総合学習や生活科が生まれたおかげで、扱いやすくはな

っているとは思うんですが、もっともっと広げていくことを考えてい

くと、教科の狙いやそれから、それが地域とどう組むことができるか

というのを先生たちが十分検討して、目標が文科省から出されている

教科の目標等と上手に組み合わさっていけるような教育課程の再編と

いうのがすごく望まれることだと思います。 

 ですから、難しいことではあるのですが、でも、やっぱりやってい

かなければいけないことだと私は感じています。とにかく小さいとき

に学んだ経験や多くの人と関わったこと、友達と仲間としての意識を

育てていったこと、それらが大きくなって、ここをもっと大事にして

いきたい。それから、もっとみんなが楽しむようにしていきたいとい

う思いも育てることになるのではないかなと、これは私個人の感想で

すが、思いました。 

 ありがとうございました。 

 まさに川根の若い人たち、川根の住民が本当に川根を愛していると

いうことをいつも地域に行くと感じているものですから、その源とい

うか、それを感じさせていただくようなお話でした。 

 原委員のご意見に対して何か聞いてみたいことや感想がありました

らお願いいたします。いかがでしょうか。 

 原委員はとてもすばらしい学校の教員経験者であられまして、その

体験を通してお話をしていただきまして、なるほど、すばらしいなと

思いました。 

 おもしろいなと思ったのは、私たちは40年、50年、私の場合はもっ

と前かな、60年前にはまさに育てられるべき子供であったのですね。
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それが親とかおじさん、おばさんとか、それから学校では先生方とか、

それから近所の小父さん、小母さんも含めて、いろんな人にその地域

地域で教わってきました。育ったところは愛着はあるんですけれども、

残念ながらもう何十年とほぼ行っていない。私はよそ者ですので、こ

のすばらしい島田にたまたま仕事があるから、仕事がらみでやってま

いりまして、そのまま仕事を辞めてもいついてしまっている。非常に

住みやすいところであるということを発見したわけでありますね。 

 皆さん、今、見渡しますと、やはり何十年、その数字は違うかもし

れませんが、そのような時代を過ごしてこられて、今、島田で暮らし

ていらっしゃるわけでありますが、結局、住みやすいと思ったところ、

愛着のあるところで暮らすのかというと、案外そうでもないのではな

いかと思うんですね。そうでない人もいっぱいいらっしゃると思いま

すし、また私たちの子供たちは、やはり島田が大好き人間なんです。

ですが、残念ながら島田に住んでおりません。それはそれでよいので

はないか。人間どこへ行ってもその土地その土地の価値を見つけて、

それで親しむことができる、そういう感性といいますか、神経といい

ますか、センスといいますか、そういったものを、やはり多様な地域

のもの、こと、それから人ですね、教育をされて、そして育つという

ことが実際には必要ではないか。ここが好きだから、ここに住まなけ

れば意味がないのでは全くないのですね、全く関係がないわけです。

どこでも住める、どんなところでも住める。そして楽しみを見つける

ことができる。そうすると一生楽しく過ごせるのではないかと思いま

す。 

 そこで、この間、新聞で切り抜いておいてあるのですが、校歌とい

うのが学校文化の一つにあります。これはほかの国にもあるのか分か

りませんが、日本では例外なく校歌というものがあります。これは京

都産業大学の教授で小林一彦という人が書いている記事だったのです

が、この校歌というものがいかにその人間の生活に重要な役割を果た

しているかということをいろいろと書いてあるんです。例えば山、川、

山河のような自然を読み込んであったり、子供に対する成長の期待を

そこに込めてあったり、いろんなことがあるわけです。 

 もう１つ紹介しておきたいのは、釜石小学校の校歌です。前、教育

委員会でも紹介したことがあるのですが、東日本大震災で生き残った、

釜石では大きな被害はなかった、子供たちの命には被害はなかったよ

うであります。これが本当に役に立ったのではないかというような内

容の校歌である。井上ひさしの作詞ですけれども。困ったときは目を

上げてとか、困ったときは慌てずに、困ったときは手を出して友達の

手をしっかりつかむとかですね。星を目当てに真っすぐ生きるとか。

何か困ったときに、突然起こった災害のときにでも、これが心の支え
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になって行動を決めてくれるということなのかなと思いましたが、例

えばこういう校歌もありです。それから、自分の故郷を離れても、何

か困難なことに遭遇したときに、それをふと思い出して、そしてふる

さとではやはり友人が頑張っているなとか、親が頑張ってくれている

なとか。いろんなことを思い出して元気をまたもらう。その一つの仕

掛けになっているのかもしれません。この校歌というものを、もう既

にこれ以上つけ加えることはありませんけれども、既にあるというこ

とは、これは幸せなことだなと実は思っています。大きな財産だろう

と思います。 

 ありがとうございました。 

 ほかにはご意見いかがでしょうか。よろしいですか。 

 きょうは、地域の教育力を高める取り組みということでいろいろお

話をいただきましたが、具体的な活動というよりも、どちらかという

とそこに向き合う人であったり、伝統を守るという考え方であったり、

それから、それぞれの地域が自立をし始めているという牧野さんのご

意見もありました。そしてまた、地域を愛する気持ちを育てるという

ことは、小さなときからの経験や思いが大事だというような原さんの

ご意見もいただいたところです。そして、まとめのように、北島さん

からは、その土地土地で、そこに生きる価値を見つけて生きていくこ

とのできる人間を育てていかなければならないんだと。ずっとここに

いるということが仕事等でかなうばかりではないというようなお話も

いただきました。 

 そうした中で、やはり私どもとしては、島田をふるさとにする子供

たち、その根っこをどう作っていくのかということについては、今、

教育委員会もさまざまな取り組みを、そしてまた地域もさまざまな取

り組みをしてくださっています。今、島田は、一番最初の挨拶にもあ

りましたが、こうした地域の活動、あるいは社会教育、非常に熱心に、

そしてまた充実しているとは思っておりますが、さらに子供たちに島

田を好きになってもらうためにどういうことができるのか。あるいは

将来の島田の活性化に向けて、私たちは子供たちにどんなことを伝え

ていく、あるいは教えていく必要があるのか。その地域の行事や自治

会活動等もそうですけれどもね。こういった話をして、最後に皆さん

のご意見を聞いてまとめていきたいと思うんですが、私は感動する言

葉を先日、初倉で聞いたんですが、自治会長さんの挨拶の中に、中学

生の皆さんに向かって、ぜひふるさと初倉を体感していただきたいと

いう言葉がありました。全身を使って、このふるさと初倉と言ってい

ましたが、島田を味わってほしい、そしていろんな経験を通して、こ

こで育ったことを誇りに思う子供たちに育ってほしいという気持ちが

あふれるご挨拶でありました。 
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原委員 

 最後に、もう一言ずつ皆様方に島田に住む子供たちに島田を好きに

なってもらうために我々どんなことをこれからやっていけばいいんだ

ろうか。あるいは、人口が減っていく時代にあっても、この将来の島

田市が活性化していくためには、我々にとって宝物である子供、どう

向き合っていけばいいのかということを一言ずつ伺ってまとめにした

いと思います。 

 そうですね。とにかく子供たちには楽しんでほしいということです。

そして、私たちはよいおじさん、おばさんになりたいなと思います。

そのときに、将来の島田市の活性化を目指してということが動機にあ

ったとしても、それは期待しない。無償でよろしいかと思います。サ

ンタクロースで、いつの間にか消えて忘れられる、これがベストだと

思います。 

 分かりました。ありがとうございます。 

 全ての人は悩みを持っている。悩みのあるのが人生。その悩みを乗

り越える力も持っています。という言葉を子供たちに伝えたいなと思

います。社会教育の活動を通して育っていただけるとありがたいと思

います。金谷の茶まつりでボーイスカウトのスカウトが引き手とてこ

の役があるんですけれども、そのときだけみんなが集まって２日間汗

を流すわけですが、何の悩みがあるとも言いません。とにかく２日間

楽しんで、また都市に帰る子、ほかの地方に行く子、また散り散りに

なりますが、茶まつりのときだけ、何も悩みもなくて楽しめる時間が

彼らにはあります。そういった時間がたくさんできるといいなと思い

ます。ありがとうございました。 

 きょう話題になったのは割と小学校が多かったのですけれども、実

は先日急病人が出た場所に居合わせまして、そのときにＡＥＤを近く

の施設にとりに行ってくれたのは中学生の男の子でした。大人がＡＥ

Ｄを持ってきたほうがいいのではないという声を聞いて、僕がとりに

行ってきますと声を上げてとりに行ってくれました。そんな姿を見た

ときに、今、防災訓練、年々中学生、高校生の参加が増えてきている

ように思います。今見ていると、かなり受け身で、大人から指示され

たことをしているという状態ですけれども、中学生というのはそうい

うことができる年齢なんだというのを実体験したときに、防災訓練と

いう場も地育の場として大きな可能性を秘めているのではないかなと

思いました。 

 なかなか中学生、高校生が地域の方と触れ合う場というのがないも

のですから、本当にそういう場を今後生かしていけたらいいなと思い

ました。 

 ありがとうございます。 

 自分のことでいいますと、孫を保育園に送りにいきます。そして、
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孫の支度をして帰ってくるんですが、その間に小さい子供たちに声を

かけて、ハイタッチをして、きょうも元気でねと、そして別れてきま

す。そうすると思ったより帰ってくるまでに時間がかかります。でも、

次の日また行くと、ばあば、またジャンプしてとか、やってとかとい

うふうにしてつながりができます。そういうのがどんどん広がってい

くことが幸せだなと感じます。子供が自分のことを覚えてくれる、関

わりを持とうとしてくれる、それも幸せなことだなと思います。 

 やはりつながりをつけていく、関わりを増やしていくという場面を

意図的にやっていかないといけないんだなと思っています。 

 それから、昔は子供会というのがありましたよね、地域ごとに。そ

こで世話人の方にもお世話になったし、それから子供同士のつながり

というのがすごくできていたと思いますが、今はその子供会もなくな

ってしまっているので、うちの地域は小学校に上がっていないのに保

育園の３歳児から子供会に入ってと言われて、その仲間に入って会費

も納めて活動もやってという形になっていて、年齢に関わりなく地域

の人たちが子供をみんな束ねようといろいろ工夫してくれています。

そういうのもありがたいなと思いました。 

 とにかく関わり合いを持ってつながりをつけていくということが大

事なのかなと思いました。 

 ありがとうございました。 

 教育長、お願いします。 

 さまざまなお話を聞いて、私も大変参考になりました。一番最後に

お話をしていただいた原さんのことから少しお話をしたいと思いま

す。 

 子供の成長、自分の孫だけでなく、近所にいる子供たちと触れ合う

こと、関係を作ること、またはその成長を見守ることが楽しみだとい

う、この話はとてもすてきな話だと思いました。やはり組織で何かを

やるというだけでなくて、個人としてできることというのに目を向け

ることはとても大事ではないかなと思います。 

 北島委員も稲作をやっていて、教育センターに来ている不登校傾向

の子供たちにその体験学習をさせるてくださっています。これも個人

で行っている活動だと思うのですが、そういう意味では、自治会のよ

うに組織でやるものだけでなくて、個人でやっていく地育というんで

すか、地域の教育力というものにも目を向けていかなければならない

と思いました。 

 私も自分の孫が小学校２年生なものですから、その子供たちのため

に、学校のすぐ近くの畑にレンゲをまきました。レンゲ畑で遊ぶとい

うことを子供たちに体験させたのですが、これは小学校の子供たちの

ためにと思ってやったのですが、近所の幼児を連れているお母さん方
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が私が通ったときに、家の子供にもレンゲ畑で遊ばせてもらえません

かというもので、どうぞ、どうぞ好きなだけ遊んでください。どうせ

この後、トラクターで耕してしまうところだから、幾ら踏んづけても

幾ら花を摘んでもいいですよと言ったら、大変喜んで、中に入って楽

しんでくれました。こういうことというのは、考え方によっては誰で

もできるのではないかなと思います。自分で夏野菜を育てて、少した

くさんでき過ぎたら近所の子供たちにちょっと収穫体験をさせること

でもいいし、やろうと思えばいろいろできるのではないかなと思いま

した。 

 それから、ある地域の方と話をしましたら、自分は見守り隊として

登録するほどのことはできないけれども、でも、子供が下校するとき

に庭先に出て草取りしていますと、話をしてくれた人がいました。こ

れだって個人のできる地域の力ですよね。ですから、毎日交差点に立

って旗を振るということもとても大事だし、これも島田市は大変大勢

の方が関わってくれて大きな力になっていると思うんですが、でも一

方で、今言ったような登下校のときにちょっと庭先に出てという、こ

の活動もとても価値のある活動だと思うんですね。ですから、そうい

う方々が地域に１人でも２人でも増えてくれたらいいなと思います。 

 原さんのように地域の子供を温かい目で見守るということは誰でも

できることではないかなと思います。挨拶一つする、またはちょっと

タッチするだけでも、それはあるのではないかなと思いました。 

 このごろ市長が、これからの変化の激しい時代には、知識はすぐに

陳腐化してしまうから、まさに体験して、要するに体感したものが力

となるというんですかね。もっと言うと、ＩＱよりもＥＱだというよ

うな話もありましたが、そういう部分の育ちというのは、まさに地域

の皆さんのお力によるところが大変多いのではないかなと思っていま

す。参加できる子供たちが参加できるようなイベントに参加する。そ

れから、今言ったように個人でできるところに個人の関わりの中で、

子供が育まれたらすばらしいなと思いました。 

 もう一方で、地域の人たちに知ってほしいのは、島田市はジュニア

防災士というのを大変力を入れています。毎年700人以上の子供たちが

ジュニア防災士の資格を取っているわけですね。この子たちは生かし

ようによっては大きな戦力になると思うんですね。若干まだ地域の防

災訓練の中でその子供たちを生かしきれていない、生かせば必ず戦力

になると思うんですね。そういうこともあると思います。 

 それから最後になりましたが、北島委員から、校歌の話が出ました

が、私は島田市の自慢は、市歌が歌える子供たちが、多分ね、私の想

像ですが、思い込みですが、静岡県で一番多いと思うんですね。小学

校の音楽発表会、会場にいる子供たちは全員そらで市歌を歌います。
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私自身、長く島田市民にいましたが、古い島田市歌というのは知りま

せん、歌えません。でも、今の子供たちはそらんじで歌える子たちが

増えている。とてもすてきな歌詞の島田市歌ですから、その島田市歌

が歌える子供たちが多いということも、ある意味では島田の地育だと

思っています。 

 ありがとうございました。 

 多くのご意見をいただきました。また、教育長にはまとめもしてい

ただきました。島田市歌に対する思いというのは、私もこの島田市歌

を歌い続けることを10年続ければ、本当に20代の人たちまで歌えるよ

うになる。島田市民がみんな島田市歌を歌えるというのは、島田市歌

のアイデンティティーを作るというところでも、大変意味のあること

かなと思っております。 

 本日は、短い時間ではありましたけれども、率直なご意見交換、ご

意見をいただきまして、本当にありがとうございました。皆様からい

ただいたご意見をもとに、今後社会教育活動のさらなる充実に取り組

んでまいりたいと考えております。 

 冒頭の挨拶でも申し上げましたとおり、子供たちの健やかな成長に

は、地域の皆様の協力が不可欠でございます。島田に生まれて良かっ

た、他県に行っても島田を自慢したいと思える子供たちが今後増えて

いくように市民一丸となって取り組んでいければと思います。よろし

くお願いを申し上げます。 

 私からも自治会の皆様にお会いする機会等において、働きかけを行

ってまいりたいと思っております。 

  それでは、以上をもちまして、第１回総合教育会議を閉会いたしま

す。 

 次回は10月18日を開催予定としておりますので、よろしくお願いを

いたします。 

 本日は、お忙しいところまことにありがとうございました。 

 事務局のほうにお返しをいたします。 

畑教育部長  それでは、長時間にわたりまして、まことにありがとうございます。

教育委員会といたしましても、皆さんのご意見等を参考にして、現在

の取り組みを充実するのと同時に新しい取り組みに対しましても力を

入れていきたいと考えております。 

 本日は長い間ありがとうございました。 

  

  

  

 閉  会    午前11時38分 
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